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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　人工肛門や人工膀胱を装着した使用者がそれらを洗浄するための汚物流しユニットであ
って、
　キャビネットと、
　前記キャビネットの前面から突出するように設けられたボウル部と、
　前記キャビネットの前面であって、前記ボウル部よりも上方に設けられたスパウトと、
このスパウトからの吐水を調整するためのハンドルと、このハンドルの操作に応じて吐水
の温度調整を行う温調機構とを有する水栓部と、を備え、
　前記温調機構は前記キャビネットの内部に設けられ、
　前記ボウル部は、封水を形成する溜水面が下部に形成され、
　前記スパウトは、前記キャビネットから引き出すことが可能なように構成されると共に
、その先端は、上面視した時に前記溜水面よりも前記キャビネット側に位置するように設
けられ、
　前記スパウトは、吐水口が設けられた先端部分と、その先端部分と前記温調機構との間
の少なくとも一部を構成するホース部分とを有しており、
　前記キャビネットから前記先端部分を引き出した際に、その引き出した状態のまま垂下
した前記先端部分が前記ボウル部の内面に当接しないように、前記ホース部分の撓みを抑
制する干渉抑制手段が設けられており、
　前記干渉抑制手段は、前記キャビネットの前面から前方に突出し、前記ホース部分をそ



(2) JP 5720929 B2 2015.5.20

10

20

30

40

50

の突出方向に方向付けるガイド機構を有し、
　前記ガイド機構の長さは、前記引き出した状態のまま垂下した前記先端部分が前記ボウ
ル部の内面に当接しない長さに調整されている、
　ことを特徴とする汚物流しユニット。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、人工肛門や人工膀胱を装着した使用者がそれらを洗浄するための汚物流しユ
ニットに関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、各種の公共施設や駅などを中心としていわゆるバリアフリー化が推進されている
。こうした流れの中で、直腸や膀胱に機能的障害を有するために人工肛門や人工膀胱を装
着した人（以下、オストメイト）が外出先で気兼ねすることなく排泄できるような施設（
多目的トイレ）を設置することが要望されている。例えば、オストメイトが使用するため
に適した多目的トイレに重要な要素として、便などの排泄物が円滑に流せるようにするこ
とと、ストーマ（腹部に造設された排泄口）や排泄物を溜めるパウチ、或いはストーマ付
近の腹部を温水で洗浄できることの２点が挙げられている。
【０００３】
　こうした条件に適合するために、専用の汚物流し設備を大便器とは別に多目的トイレ室
内に設置することが行われている。従来の一般的な汚物流し設備は、壁掛け又は床置き式
のボウルと、このボウルに洗浄水を流すためのフラッシュバルブと、ボウル部の上部に設
けられた水栓金具と、を備えるものである。オストメイトはパウチに溜まった排泄物をボ
ウルに投入してフラッシュバルブを操作することでその排泄物を流し、その後、水栓金具
から流れ出る水でパウチやストーマなどを洗浄する。
【０００４】
　上述したような汚物流し設備を備えた多目的トイレは広いスペースをとることもあって
、未だ充分に普及しているとは言えなかった。そのため、汚物流し設備の設置自体に重点
が置かれ、汚物流し設備の使い勝手や保守・管理の容易性などについては未だ改善の余地
があった。
【０００５】
　このような課題を解決するため、下記特許文献１に記載されている汚物流しユニットは
、利用者にとって使い勝手が良好でありしかも掃除などの維持管理が行い易いものとなっ
ている。具体的には、少なくとも前面と上面とが遮蔽されたキャビネットと、このキャビ
ネットの前面で且つ幅方向の略中央に設置されたボウルと、キャビネットの前面で且つボ
ウルの上方に設けられた水栓金具と、キャビネットの内部にあって水栓金具の設置位置を
挟んだ左右の一方に配置された、ボウルに洗浄水を供給するための洗浄水供給手段と、キ
ャビネットの内部にあって水栓金具の設置位置を挟んだ左右の他方に配置された、水栓金
具に温水を供給するための温水供給手段と、を備えることを特徴とする汚物流しユニット
である。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００４－２８３３９４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　上記従来の汚物流しユニットは、利用者が水栓金具の開閉バルブを開く操作を行うと、
温水供給手段で生成された温水が水栓金具から吐出する。これによって、ボウル内でスト
ーマやパウチ等の装着具や利用者自身の身体を、温水を利用してきれいに洗浄することが
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できる。
【０００８】
　更に、温水供給手段はキャビネットで囲まれているので見栄えが良好であり、この汚物
流しユニットが設置された多目的トイレ等の室内の雰囲気を損なうことがない。また、温
水供給手段が隠れているのでいたずらされにくく、故障や破損の防止に効果的であるとと
もに、例えば温水の温度が異常に高く設定されることによる事故の防止にも有効である。
また、利用者が排泄物をボウル内へ捨てる際や装着具の洗浄の際に、排泄物の一部がボウ
ルの外側に飛散しても、その多くはキャビネットの前面に付着するので掃除が容易である
。
【０００９】
　更に、キャビネットの内部空間に洗浄水供給手段と温水供給手段とがバランス良く且つ
空間を無駄にしないように配置されているので、設置スペースを小さくすることができる
。それによって、設置の自由度が高くなり、この汚物流しユニットを設置した多目的トイ
レ室内の空間を有効に活用できる。また、車椅子使用者やその介助者が移動の際に接触す
ることを回避することができる。
【００１０】
　このように、従来の汚物流しも、その目的とする範囲においては使い勝手の良いもので
ある。しかしながら、オストメイトによるパウチやストーマの洗浄に着目すれば、必ずし
も使い勝手が向上しているものではなかった。オストメイトがパウチに溜まった排泄物を
ボウルに投入するにあたっては、ボウルに近づく必要があり、オストメイトはその状態の
ままパウチを洗浄することになる。上述した従来の汚物流しでは、ボウルの直上に水栓金
具が突出しているため、ボウルに近づいたままの状態ではパウチと水栓金具とが視線上に
重なってしまい、洗浄する際の使い勝手として改善する余地があったものである。また、
上記従来の汚物流しは、利用者が排泄物をボウル内へ捨てる際や装着具の洗浄の際に、排
泄物の一部がボウルの外側に飛散することを想定しており、この点についても改善の余地
がある。
　本発明者らは、このような使い勝手の向上に資する汚物流しユニットを提供するため、
吐水するためのスパウトの配置を工夫し、スパウトを引き出せるようにした汚物流しユニ
ットについて検討を行った。そこで、スパウトを引き出せるように構成した汚物流しユニ
ットでは、より衛生面で配慮すべき新たな課題があることを見出した。
【００１１】
　本発明はこのような課題に鑑みてなされたものであり、その目的は、オストメイトがパ
ウチやストーマを洗浄する際に、より使い勝手が良く汚水の飛散を抑制することを可能と
すると共に、より衛生面に配慮した汚物流しユニットを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　上記課題を解決するために本発明に係る汚物流しユニットは、人工肛門や人工膀胱を装
着した使用者がそれらを洗浄するための汚物流しユニットであって、キャビネットと、前
記キャビネットの前面から突出するように設けられたボウル部と、前記キャビネットの前
面であって、前記ボウル部よりも上方に設けられたスパウトと、このスパウトからの吐水
を調整するためのハンドルと、このハンドルの操作に応じて吐水の温度調整を行う温調機
構とを有する水栓部と、を備える。前記温調機構は前記キャビネットの内部に設けられて
いる。前記ボウル部は、封水を形成する溜水面が下部に形成されている。前記スパウトは
、前記キャビネットから引き出すことが可能なように構成されると共に、その先端は、上
面視した時に前記溜水面よりも前記キャビネット側に位置するように設けられている。前
記スパウトは、吐水口が設けられた先端部分と、その先端部分と前記温調機構との間の少
なくとも一部を構成するホース部分とを有しており、前記キャビネットから前記先端部分
を引き出した際に、その引き出した状態のまま垂下した前記先端部分が前記ボウル部の内
面に当接しないように、前記ホース部分の撓みを抑制する干渉抑制手段が設けられている
。
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【００１３】
　本発明によれば、吐水するスパウトと温度調整や流量調整といった水の調整を行うハン
ドルとを別体にして、それぞれキャビネットの前面に配置するとともに、スパウトをキャ
ビネットから引き出して使用できるように構成しているので、パウチの洗浄作業の際にス
パウトに繋がるホースやスパウトそのものが邪魔になりにくい。また、温調機構がキャビ
ネット内部に配置されているので、キャビネット前面に配置される器具が最小限なものと
することができ、パウチの洗浄などの作業の際にそれらが邪魔になることがない。
【００１４】
　更に、パウチの洗浄作業は、洗浄の際に滴下する汚水がボウルの内面に直接当たって飛
び散ることを最小限に抑制するため、洗浄作業を溜水面の直上近傍で行うことが多いもの
である。本発明では、上面視でスパウトが溜水面よりもキャビネット側に配置されるよう
にし、スパウトからの吐水を使用者側に斜めに吐水するようにしているので、溜水面の上
側のエリアの視界がスパウトによって遮られることない。従って、使用者は洗浄動作を確
実に視認しながら作業できるので、使い勝手をより高め、汚水や汚物のボウル外への飛散
を確実に抑制することができる。
【００１５】
　更に、スパウトをキャビネットから引き出して使用できるように構成したことによって
、スパウトの先端部分がボウル部の内面に接触する可能性が高まったことに対応するため
、キャビネットから先端部分を引き出した際に、その引き出した状態のまま垂下した先端
部分がボウル部の内面に当接しないように、ホース部分の撓みを抑制する干渉抑制手段を
設けている。ホース部分の撓みを抑制するという簡便且つ確実な手段によって、ホース部
分が過度に撓んで先端部分がボウル部に接触してしまうことを防止することができる。
【００１６】
　また本発明に係る汚物流しユニットでは、前記干渉抑制手段は、前記キャビネットの前
面から前方に突出し、前記ホース部分をその突出方向に方向付けるガイド機構を有するこ
とも好ましい。
【００１７】
　この好ましい態様では、キャビネットの前面から前方に突出し、ホース部分をその突出
方向に方向付けるガイド機構を設けているので、ガイド機構の長さを調整することで確実
にボース部分の撓みを抑制することができ、その抑制量も調整することができる。従って
、通常使用におけるホース部分の撓み量を確保しつつ、垂下した場合の撓み量を抑制する
ことを簡便且つ確実に行うことができる。
【発明の効果】
【００１８】
　本発明によれば、オストメイトがパウチやストーマを洗浄する際に、より使い勝手が良
く汚水の飛散を抑制することを可能とすると共に、より衛生面に配慮した汚物流しユニッ
トを提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】本願発明の実施形態である汚物流しユニットを示す概略正面図である。
【図２】図１のＩ－Ｉ断面を示す概略断面図である。
【図３】図２においてスパウトを引き出した状態を示す概略断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　以下、添付図面を参照しながら本発明の実施の形態について説明する。説明の理解を容
易にするため、各図面において同一の構成要素に対しては可能な限り同一の符号を付して
、重複する説明は省略する。
【００２１】
　本発明の実施形態である汚物流しユニットについて、図１を参照しながら説明する。図
１は、本願発明の実施形態である汚物流しユニットＷＵを示す概略正面図である。図１に
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示すように汚物流しユニットＷＵは、人工肛門や人工膀胱を装着した使用者がそれらを洗
浄するための汚物流しユニットであって、キャビネット１ａと、キャビネット１ａの前面
から突出するように設けられたボウル部２と、水栓部３と、を備えている。
【００２２】
　水栓部３は、キャビネット１ａの前面であって、ボウル部２よりも上方に設けられたス
パウト３０と、このスパウト３０からの吐水を調整するためのハンドル３２と、を有して
いる。キャビネット１ａの前面には、ボウル洗浄ボタン６が設けられている。ボウル洗浄
ボタン６を押下することで、ボウル部２の内側に洗浄水が供給される。
【００２３】
　図１のＩ－Ｉ断面図を図２に示す。図２に示すように、水栓部３の温調機構３４は、キ
ャビネット１ａの内部に設けられている。温調機構３４は、ハンドル３２の操作に応じて
吐水の温度調整を行う部分である。この温調機構３４には、水を供給する給水管と、温水
を供給する給水管とが繋がれている。温調機構３４には、電気温水器４から温水が供給さ
れる。電気温水器４は、キャビネット１ａの内部に設けられている。
【００２４】
　ボウル部２は、下部２ｂ側に、封水を形成する溜水面２ａが形成されている。ボウル部
２は、下部２ｂからキャビネット１ａ側に立設されているキャビネット側内面２ｃと、下
部２ｂから手前側（使用者側）に立設されている使用者側内面２ｅとを有している。
【００２５】
　ボウル部２の上端部２ｄは、キャビネット１ａに当接するように取り付けられている。
上端部２ｄがキャビネット１ａに当接する部分の直上から、スパウト３０が突出している
。キャビネット側内面２ｃは、上端部２ｄから溜水面２ａに繋がる下部２ｂにかけて前方
に膨らむように形成されている。従って、スパウト３０の先端部分３０ａに設けられてい
る吐水口３０１から垂線を下ろすと、前方に膨らんだキャビネット側内面２ｃに当たるよ
うに配置されている。
【００２６】
　ボウル部２のキャビネット側内面２ｃは、下部２ｂ側で傾きが急であり、上端部２ｄに
向うにつれて傾きが緩やかになるように形成されている。吐水口３０１から垂線を下ろし
た場合、上端部２ｄ側の緩やかな傾斜の領域に当たるように構成されている。換言すれば
、吐水の勢いが弱い場合には、上端部２ｄ側の緩やかな傾斜の領域に吐水が当たるように
形成される一方で、吐水の勢いが比較的強くなると下部２ｂ側の急峻な傾斜の領域に吐水
が当たるように形成されている。
【００２７】
　スパウト３０は、その先端部分３０ａを持ってキャビネット１ａから引き出すことが可
能なように構成されている。先端部分３０ａは、上面視した時に溜水面２ａよりもキャビ
ネット１ａ側に位置するように設けられている。スパウト３０の先端部分３０ａに設けら
れている吐水口３０１から、その吐水方向に沿って真っ直ぐに延長線を引くと、そのスパ
ウト３０から吐水される水の吐水方向の延長線は、ボウル部２の使用者側内面２ｅと交差
するように構成されている。
【００２８】
　スパウト３０の先端部分３０ａを引き出した状態を図３に示す。図３に示すように、ス
パウト３０は、吐水口３０１が設けられた先端部分３０ａと、その先端部分３０ａと温調
機構３４との間の少なくとも一部を構成するホース部分３０ｂとを有している。ホース部
分３０ｂは可撓性を有する材料によって構成され、引き出した先端部分３０ａを自由に取
り回すことができるように構成されている。
【００２９】
　本実施形態では、キャビネット１ａから先端部分３０ａを引き出した際に、その引き出
した状態のまま垂下した先端部分３０ａがボウル部２のキャビネット側内面２ｃに当接し
ないように、ホース部分３０ｂの撓みを抑制する干渉抑制手段としてのガイド機構５が設
けられている。ガイド機構５は、キャビネット１ａの前面に取り付けられている。ガイド
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機構５は、キャビネット１ａに当接するベース部分５ａと、ベース部分５ａから前方に突
出するガイド部分５ｂとを有している。
【００３０】
　ベース部分５ａは、キャビネット１ａの前面に沿った面と、キャビネット１ａの前面か
ら上方に仰角を有するように傾斜した面とを有している。ガイド部分５ｂは、この傾斜し
た面に設けられており、この傾斜した面に直交するように立設されている。従って、ガイ
ド部分５ｂは、キャビネット１ａの前面から上方に仰角を有するように突出している。
【００３１】
　ガイド部分５ｂは、ホース部分３０ｂよりもやや大径の内周を有する円筒形状をなすよ
うに形成されている。ガイド部分５ｂは、この円筒形状の長さを短く設定したり、長く設
定したりすることで、ホース部分３０ｂの柔らかさに応じた方向付けを行うことができる
ものである。具体的には、ホース部分３０ｂが比較的柔らかく可撓性が大きいものであれ
ば、ガイド部分５ｂを長くすることで、先端部分３０ａがキャビネット側内面２ｃに当接
しないように構成することができる。一方、ホース部分３０ｂが比較的硬く可撓性が小さ
いものであれば、ガイド部分５ｂを短くすることが可能となる。
【００３２】
　上述したように本実施形態の汚物流しユニットＷＵは、人工肛門や人工膀胱を装着した
使用者（オストメイト）がそれらを洗浄するための汚物流しユニットであって、キャビネ
ット１ａと、キャビネット１ａの前面から突出するように設けられたボウル部２と、水栓
部３と、電気温水器４と、を備えている。水栓部３は、キャビネット１ａの前面であって
、ボウル部２よりも上方に設けられたスパウト３０と、このスパウト３０からの吐水を調
整するためのハンドル３２と、このハンドル３２の操作に応じて吐水の温度調整を行う温
調機構３４とを有している。温調機構３４及び電気温水器４はキャビネット１ａの内部に
設けられている。
【００３３】
　ボウル部２は、封水を形成する溜水面２ａが下部２ｂに形成されると共に、キャビネッ
ト側内面２ｃが、上端部２ｄから溜水面２ａに繋がる下部２ｂにかけて前方に膨らむよう
に形成されている。スパウト３０は、キャビネット１ａから引き出すことが可能なように
構成されると共に、その先端部分３０ａは、上面視した時に溜水面２ａよりもキャビネッ
ト１ａ側に位置するように設けられている。スパウト３０の先端部分３０ａに形成された
吐水口３０１から吐水される水の吐水方向の延長線は、ボウル部２の使用者側内面２ｅと
交差するように構成されている。
【００３４】
　このように、吐水するスパウト３０と温度調整や流量調整といった水の調整を行うハン
ドル３２とを別体にして、それぞれキャビネット１ａの前面に配置するとともに、スパウ
ト３０の先端部分３０ａをキャビネット１ａから引き出して使用できるように構成してい
るので、パウチの洗浄作業の際にスパウト３０の先端部分３０ａに繋がるホース部分３０
ｂやスパウト３０そのものが邪魔になりにくい。また、電気温水器４及び温調機構３４が
キャビネット１ａの内部に配置されているので、キャビネット１ａの前面に配置される器
具を最小限なものとすることができ、パウチの洗浄などの作業の際にそれらが邪魔になる
ことがない。
【００３５】
　更に、パウチの洗浄作業は、洗浄の際に滴下する汚水がボウル部２の内面に直接当たっ
て飛び散ることを最小限に抑制するため、洗浄作業を溜水面２ａの直上近傍で行うことが
多いものである。本実施形態では、上面視でスパウト３０の先端部分３０ａが溜水面２ａ
よりもキャビネット１ａ側に配置されるようにし、スパウト３０の先端部分３０ａに形成
された吐水口３０１からの吐水を使用者側に斜めに吐水するようにしているので、溜水面
２ａの上側のエリアの視界がスパウト３０によって遮られることない。従って、使用者は
洗浄動作を確実に視認しながら作業できるので、使い勝手をより高め、汚水や汚物のボウ
ル部２の外への飛散を確実に抑制することができる。
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【００３６】
　このように本実施形態では、スパウト３０をキャビネット１ａから引き出さずに、キャ
ビネット１ａに設置した際の吐水が斜め前方に向かって吐水されるので、吐水流量が少な
い時には吐水がキャビネット側内面２ｃに衝突する場合がある。このとき、吐水とそれが
衝突するキャビネット側内面２ｃとの衝突角度が垂直に近いほど、衝突した水が跳ねてボ
ウル部２の外に出てしまう恐れがある。そこで、キャビネット側内面２ｃを上端部２ｄか
ら溜水面２ａに繋がる下部２ｂにかけて前方に膨らむように形成することで、上に凸のな
だらかな形状とし、吐水の内面に対する衝突角度を小さくすることで、吐水流量が少ない
時の水跳ねを抑制することができるものとしている。
【００３７】
　また本実施形態では、ボウル部２のキャビネット側内面２ｃが、下部２ｂ側で傾きが急
であり、上端部２ｄに向うにつれて傾きが緩やかになるように形成されている。溜水面２
ａに近い側では、重力の影響で吐水された水の速度は増しており、衝突の際の衝撃力が吐
水後すぐに衝突する場合よりも大きくなっている。そこで、溜水面２ａに近い側ではボウ
ル部２のキャビネット側内面２ｃの傾斜を急にすることで、吐水が進行する方向にキャビ
ネット側内面２ｃを沿わせることで衝突力を低減している。更に、ボウル部２の縁に近い
上端部２ｄ側ではキャビネット側内面２ｃを緩やかに傾斜させることで、広い洗浄エリア
を確保しつつ、水跳ねの影響も確実に小さくできるように構成している。
【００３８】
　更に本実施形態では、スパウト３０の先端部分３０ａをキャビネット１ａから引き出し
て使用できるように構成したことによって、スパウト３０の先端部分３０ａがボウル部２
の内面に接触する可能性が高まったことに対応するため、キャビネット１ａから先端部分
３０ａを引き出した際に、その引き出した状態のまま垂下した先端部分３０ａがボウル部
２のキャビネット側内面２ｃに当接しないように、ホース部分３０ｂの撓みを抑制する干
渉抑制手段としてのガイド機構５を設けている。ガイド機構５は、キャビネット１ａの前
面から前方に突出し、ホース部分３０ｂをその突出方向に方向付けるものである。上述し
たように、ガイド機構５の長さを調整することで確実にホース部分３０ｂの撓みを抑制す
ることができ、その抑制量も調整することができる。従って、通常使用におけるホース部
分３０ｂの撓み量を確保しつつ、垂下した場合の撓み量を抑制することを簡便且つ確実に
行うことができる。このように、ホース部分３０ｂの撓みを抑制するという簡便且つ確実
な手段によって、ホース部分３０ｂが過度に撓んで先端部分３０ａがボウル部２に接触し
てしまうことを防止することができる。
【００３９】
　以上、具体例を参照しつつ本発明の実施の形態について説明した。しかし、本発明はこ
れらの具体例に限定されるものではない。すなわち、これら具体例に、当業者が適宜設計
変更を加えたものも、本発明の特徴を備えている限り、本発明の範囲に包含される。例え
ば、前述した各具体例が備える各要素およびその配置、材料、条件、形状、サイズなどは
、例示したものに限定されるわけではなく適宜変更することができる。また、前述した各
実施の形態が備える各要素は、技術的に可能な限りにおいて組み合わせることができ、こ
れらを組み合わせたものも本発明の特徴を含む限り本発明の範囲に包含される。
【符号の説明】
【００４０】
ＷＵ：汚物流しユニット
１ａ：キャビネット
２：ボウル部
３０：スパウト
３２：ハンドル
３４：温調機構
３：水栓部
４：電気温水器
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２ａ：溜水面
２ｂ：下部
２ｃ：キャビネット側内面
２ｄ：上端部
２ｅ：使用者側内面
３０ａ：先端部分
３０ｂ：ホース部分
３０１：吐水口
５：ガイド機構
５ａ：ベース部分
５ｂ：ガイド部分
６：ボウル洗浄ボタン

【図１】 【図２】
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